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〈指導者の言葉〉 
 

国語科の指導においては，「書くこと」の単元のみならず，「読むこと」の

単元においても書くことを大切にしてきました。「論理的に深く読み取るた

めに，書くことで思考を整理する」ということを意識的に行わせ，文章を書

くことへの抵抗感を無くし，書くことに親しみが持てるように指導してきま

した。また，「書くこと」の指導においては，必ず構成メモを書いてから書

き始めるように指導することにより，論の展開を掴ませること，一文を長く

しすぎないことで主語と述語を一致させることに重点的をおいて指導して

きました。 

本作品は，生徒が未知の事実に対して素直な驚きを表現し，価値観の変化

が感じられる作品です。普段の生活の中では知ることや感じることが難しか

ったことが，読書体験を通じて考えを深めることができ，自己の中で新たな

世界を作り出しています。さらに，自らの今後の読書生活や自らの生き方へ

と思考が広がっており，読書が私たちに与える力を感じさせる作品です。 
 

 


